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コーパスとは
The body of written or spoken material upon which a linguistic 
analysis is based.（言語分析に使われる書き言葉または話し言葉の
資料の集積）

The Oxford English Dictionary 1956 （second edition, 1989）

言語分析のために，分析対象となる言語またはさまざまな言語変
種を代表するように収集され，コンピュータ処理可能な状態にされ
た実際に話されたり書かれたりしたテキストの集合体

齊藤他（2005）



日本語教科書の歴史
2012年 『みんなの日本語 第二版』

1998年 『みんなの日本語』

1990年 『新・日本語の基礎』

1974年 『日本語の基礎』

→約50年前に日本語教育関係者の経験と勘で作られたのが原型



『現代日本語書き言葉均衡コーパス
（BCCWJ; Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese）』
対象は出版物として刊行された現代日本語の書き言葉です。

従来から語彙調査の対象となってきた新聞，雑誌に加えて，書籍全般を対象
にします。白書や教科書も対象とします。

非公開の日記や私信の類は対象としません。

WEB 上の文書についてはQ&A 掲示板のテキストなど一部を対象とします。

収録対象の刊行年代は，最大30年間（1976〜2005）です。メインとなる書籍の
場合は，1986〜2005年になります。これはサンプリングのために必要とされる
ISBN（国際標準図書番号）が普及するようになった時期を対象としているため
であって，言語学的な基準によったものではありません。

KOTONOHA 計画のウェブページ（http://www.ninjal.ac.jp/kotonoha/ex_8.html）



『BCCWJ』と「NLB」「中納言」の関係

BCCWJ
NLB
中納言



日本語教育・授業にコーパスを活かす
コロケーションに注目しよう！

コロケーション＝「よく使われる語の組み合わせや、自然な語のつ
ながり」李ほか（2018:8）

風＿＿（ ）

風邪＿＿（ ）

教えるときの例文やテスト

作成に役立つ！



【問題】「飛ぶ」のは何でしょうか？
NLB（NINJAL-LWP for BCCWJ） http://nlb.ninjal.ac.jp/

http://nlb.ninjal.ac.jp/


「～が飛ぶ」ランキング



名詞「心」のコロケーション



「心をいる」はおかしくない？

ここをクリック
するとダウン
ロード可能



2語比較「とても」と「めっちゃ」



とても＞めっちゃ



サブコーパス（ジャンル）頻度



MIスコアやLD（LogDice係数）に注目



「NLB」と「中納言」
動詞や名詞などの実質語のコロケーションであれば
「NLB」で調べられる（お手軽！）

ただ，日本語教育で「文型」と呼ばれる機能語については，
「NLB」で調べられないので「中納言」＋エクセルを使う必要
がある（ちょっと面倒）

機能語についても，中俣（2014）や中俣（2017）を参照する
と，文法項目の「よく使われるパターン」がまとめられている
（自分で検索や集計をしなくても「その語はどのように使わ
れるのか」がわかる）



日本語の形態素解析
「NLB」にしても「中納言」にしても，コーパスデータを扱うに
は，まず日本語を単語に分割する必要がある

見出し語から調べたい単語を選ぶ「NLB」の場合はあまり
問題にならないが，自分で条件を指定して検索をする「中
納言」の場合は，形態素解析ツールの「くせ」を知っておく
必要がある。

Web茶まめでは，形態素解析辞書UniDic（国立国語研究
所）による形態素解析が手軽に体験できる。

https://chamame.ninjal.ac.jp/


形態素解析ツール
• Web茶まめ：形態素解析器（MeCab)と形態素解析辞
書（UniDiｃ）によって稼動するGUI（Graphical User 
Interface）ツール→任意のテキストに使える

• 中納言：既に形態素解析を終えたデータを検索する
ツール→BCCWJのみしか使えない
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茶まめ 中納言

対象テキスト 何でも BCCWJのみ

長単位 × ○

短単位 ○ ○

https://chamame.ninjal.ac.jp/


文・文節・長単位・短単位

• 文：固有名詞に関する論文を執筆した。

• 文節：固有名詞に／関する／論文を／執筆した／。

• 長単位：固有名詞／に関する／論文／を／執筆し／た
／。

• 短単位：固有／名詞／に／関する／論文／を／執筆／
し／た／。

小澤俊介ほか(2014)より

18



UniDic（短単位解析）の設計方針

https://clrd.ninjal.ac.jp/uni
dic/about_unidic.html

https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/about_unidic.html


【問題】どのように形態素解析される
でしょうか？

• 自動車

• 三角形

• 公民館

• 法案

• 平仮名

• スーパーマーケット

• ティッシュペーパー
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こうなります
• 自動／車

• 三角／形

• 公民／館

• 法／案

• 平仮名

• スーパーマーケット

• ティッシュ／ペーパー
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旧JLPT語彙表の形態素解析結果（森2016）
語数 1語 2語 3語 4語 5語 6語 計 割合

1級 2,933 2,811 108 10 4 0 0 122 4.16%

2級 3,736 3,457 206 49 17 4 3 279 7.47%

3級 725 603 115 6 1 0 0 122 16.83%

4級 735 641 84 10 0 0 0 94 12.79%

8,129 7,512 513 75 22 4 3 617 7.59%

• 下位級において分割される語の割合が多い

• サ変動詞や「～さん」など，特定の法則を除いた実数の調査が必要

• 外来語も別立てする必要があるか？

• 【問題】5語や6語に分割された語の正体は？



5語や6語に分割された語の例
「いつ／の／ま／に／か」

「お／また／せ／し／まし／た」

「お／せわ／に／なり／まし／た」

「お／まち／ど／お／さま」

「ご／ちそう／さま／でし／た」

「それ／は／いけ／ませ／ん／ね」

「よく／，／いらっしゃい／まし／た」

いわゆる定型表現が多く，単語という概念を逸脱している。しかし，「日本母語話者の直観に
沿い，日本語教育に役立つ」という視点に立てば，「お待たせしました」を動詞「待つ」としてカ
ウントするよりも，「お待たせしました」として抽出できる方がメリットがあるのではないか。この
あたりはポリシーの問題である。



文の解析における品詞付け処理



「中納言」を使ってみよう！



文字列検索

ここに注目！

ここで切り替える



文字列検索の罠



文字列検索で形態素区切りを見る



文字列検索で形態素区切りを見る



短単位検索方法「～ないといけません」



短単位検索結果「～ないといけません」
検索ヒット数が500件を超える場合、検索結果からランダム
で選ばれた500件が表示されます。その500件の選択は完
全ランダムであり、再現性はありません。
↓
ダウンロードすれば10万件まで取得可能



短単位検索結果のダウンロード

CSV（カンマ付きテキス
ト）でダウンロード



短単位検索結果をCSVで表示



【問題】「～ないといけません」と共起す
る動詞ランキング上位は？
1. 切る

2. 書く

3. いる（居る）

4. 使う

5. 行く

6. 付ける

7. もらう

8. 受ける

9. 見る

10.来る

11.払う

12.待つ

13.勝つ

14.出る



短単位検索結果をピボットテーブルで



「～ないといけません」と共起する動詞
ランキング上位
1. 切る（2，12位）

2. 書く（6，8位）

3. いる（居る） （10，4位）

4. 使う（4，10位）

5. 行く（21，2位）

6. 付ける（13，3位）

7. もらう（9，5位）

8. 受ける（1，13位）

9. 見る（9，5位）

10.来る（3，11位）

11.払う（8，6位）

12.待つ（4，10位）

13.勝つ（3，11位）

14.出る（2，12位）



コーパスを日本語教育に活かす方法
日本語教育は「何を」教えるべきな
のか。主観をサポートするコーパス
の使い方と応用を丁寧に解説する。

〔内容〕総説／日本語教材の分析／
文型とコロケーション／学習者話し
言葉コーパス／学習者書き言葉コー
パス／対照言語学的分析／付録

「まとめ」に代えて
この部分からお話を…



日本語教育で何を教えるのか
外国人に日本語を教えるとき，「何を」「どうやって」教える
のかということが問題になる。方法と内容である。

当然，方法も重要なのであるが，ここで問題にしたいのは
「何を」の部分，すなわち内容である。

 日本語教育が内容として扱うのは，現代日本語である。
しかも，実際に外国人が話す・聞く・書く・読むという言語活
動で「使える」日本語である。

さて，このように目標を設定したとき，教えるべき日本語と
はどのように決めればよいだろうか。



「基本的な日本語」を取捨選択するには
 「基本的な日本語」を決めることはそう簡単なことではな
い。例えば「リンゴ」は基本的な日本語と言えるのか。

 しかも，日本語教育の初級は学習者の負担の観点から，
他のレベルに比べて語数が少なくなければならない。実用
度という観点から，取捨選択の判断を迫られる。

 そして，この取捨選択の判断が実に難しい。「リンゴ」と
「みかん」であれば，比べようがあるが，「リンゴ」と「どうい
たしまして」であると，比較の観点がまったく異なる。しかし，
いずれも「使える」日本語という観点から検討する必要があ
る語である。



「主観」による日本語教科書作成
日本語教育に限らず，教育とは人間と人間のコミュニケー
ションを扱うものである。したがって，「使える」日本語とは
何かを判断するのは人間であるのは自然なことであり，そ
の人間の判断の基本はまず主観である。

事実，日本語教育に限らず多くの教材は，主観によって
作成される。判断は，教材作成において尊重されるべき。

また，教材作成においては日本語母語話者だけではなく，
日本語学習者である日本語非母語話者の判断も重要に
なってくる。



「あなた」はどの場面で使う？
しかし，人間の判断は偏りがあることがあることも否めない事
実である。例えば，日本語教育においては，二人称の「あなた」
を初級の早い段階で必ず学習するが，果たして日本語による
会話で「あなた」が使える場面はどれほどあるだろうか。

もちろん，日本語教育において「あなた」を教えなくてよいとい
うことにはならない。ポイントはそこではない。

冒頭に述べたことを繰り返せば，「あなた」は基本的な日本語
であることは間違いない。しかし，「実際に外国人が話す・聞く・
書く・読むという言語活動で「使える」日本語」から考えると，果
たしてこの条件に合致するだろうか。



「コーパス」で主観をサポートする
こうした「よく考えてみれば…」ということは，日本語という言語
においては日本語母語話者ほど陥りやすい。むしろ，日本語
非母語話者こそ，こうした点を指摘してくれる可能性がある。

そして，もう一つこのような点を気付かせてくれるのが，「コー
パス」である。検索の方法さえ間違えなければ誰でも使える。

ただし，コーパスから得られるデータは，単なるデータでしか
ない。ただ，コーパスは実際に書かれたり話されたりした言語
データである。コーパスの活用は，現実場面の日本語を扱える
という点で日本語教育に密接な関係がある。



人間の「主観」と
コーパスから得られる「傾向」１
教育という分野の特質を考えたとき，本当に「何を」の部
分が「傾向」でよいのかという問題がつきまとう。なぜなら
教育とは，カリキュラムに基づいて教える内容を固定化す
る必要があるからである。

それに対して，コーパスから明らかになる傾向は，どちら
かといえば不安定であり，時代によってもコーパス化され
た言語データのジャンルによっても異なる。



人間の「主観」と
コーパスから得られる「傾向」２
コーパスから得られる知見（傾向）は，日本語教育の改善
に大きな示唆を与えてくれるが，そこにすべての正解を求
めることはできない。あくまでコーパスから得られる知見は，
主観のサポートに過ぎない。

コーパスから得られる知見を参考にしつつも，教育におい
て「何を」教えるかということについては，最終的には教材
作成者や教師が決定しなければならない。

現時点においては，コーパスによって，「何を」教えるのか
ということを決定するのではなく，主観のサポートに活用す
るというのが，コーパスの教育利用の最適解であるだろう。



午後のワークショップ予告

1. 「NLB(NINJAL-LWP for BCCWJ) ユーザマニュア
ル 1.40」を使ったNLBの使い方解説と体験

2. 「中納言オンラインマニュアル」を使った中納
言によるBCCWJ検索の使い方解説と体験

3.中納言を用いた日本語教育のための文型検
索の方法と実践
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